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運動会で学んだことをいかしていこう。運動会で学んだことをいかしていこう。運動会で学んだことをいかしていこう。運動会で学んだことをいかしていこう。
さわやかな秋晴れの９月２４日（日）、平成２８年度の運

動会を開催することができました。みんなで決めたスローガ
ン「団結し、本気で勝負」をめあてに、子ども達４６名が力
を合わせ、最後まで諦めることなく、全力を出しきった運動
会になりました。競技でのがんばりも光りましたが、応援す
る姿が心に残りました。特に、上学年の競技中に３年生がテ
ントの前に並んで旗を振りながら、１、２年生と一緒に大き
な声で応援している姿は、まさしく「団結」する姿そのもの
でした。児童数が減るなかで、競技内容を工夫したり、係の
仕事が多くなったりしましたが、自分たちで主体的に動くこ
とができていたと思います。また、子どもたちの感想からも
やり遂げた喜びや充実感がよくわかりました。この運動会を通して学んだこと「目的のために仲
間と力を合わせること」「最後まであきらめないこと」「力を出しきること」「自分や友達の頑張

りを互いに認め合うこと」をこれから
の学校生活にいかしてほしいです。
ご来賓やあしづかしもだ保育園、地

域・保護者の皆様のご協力やご声援、
いろいろなお手伝いをしていただき、
心より感謝申し上げます。お陰様で今
年も思い出に残る感動ある運動会とな
りました。本当にありがとうございま
した。

モノづくりは楽しいな！
９月３０日、５年生は社会科学習の一環として、日産

自動車の教材を使ってモノづくりの大切さや楽しさを学
びました。（日産モノづくりキャラバン） まず、グルー
プでレゴブロックのクルマづくりをして、「速く作るため
にはどうしたらいいか」をディスカッションし改善点を
見つけていきました。次に、板金で凹凸を平らにする作
業や、ボルトのつかみ取り、ピンボードはめ、インパク
レンチを使ったボルト締め付けなど、日頃できない貴重
な体験をしました。それらの実技を通して、車づくりの
こだわりやお客様の期待に応える努力、また、高度な技
術者（匠たくみ）の技のすばらしさなどを知ることができました。日頃何気なく使っているもの
（製品）には、たくさんの工夫や努力によってできていることがわかりました。身の回りのもの
への愛着や興味をもち、モノづくりに対する関心を高めていってほしいです。

下田小だより

１０月は「いじめ問題対応月間」です！
久留米市では、いじめ問題に対する早期発見・早期対応を行うことにより、子ども達が安

心して学校生活を送ることができるように、１０月を「いじめ問題対応強化月間」と位置づ

けています。毎月学校生活アンケートをとっていますが、今月は「いじめに特

化した無記名アンケート」を実施します。また、保護者の皆様に「家庭用チェ

ックリスト」のご協力をお願いいたします。その結果を踏まえて、個別に教育

相談を行います。日頃の様子では見つけにくい友人関係やなかなか言えない「困

っていること」などを把握し、解決を図っていきたいと考えています。全職員

が「いじめはどの学校にも起こりうる」という認識を持って、いじめをうまない学校作りに

努めていきます。ご協力を宜しくお願いいたします。


